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令和８年度６月補正予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 京の地域農業モデル形成プロジェクト事業費
新規・

継続の別
新 規

予 算 額 ２７，０００千円
国 庫 起 債 その他 一般財源

11,500 - - 15,500

事業内容

目 的

対 象

方法等

１ 趣  旨

  持続可能な地域農業モデルを府内各地域に形成するため、地域特性

に応じた営農戦略に基づく各種施策を重点的に展開する。

２ 事業概要

(1) 地域運営体制構築事業           １２，０００千円

〇モデルファーム形成に向け、府推進チームが主体となり専門家の

知見を踏まえた戦略策定と実践支援等を実施 ①、②、③、④

〇地域計画に位置づけられた集落営農組織等に対し、連携・合併を

見据えた組織間の話し合い等を支援 ②

(2) 親元就農応援事業           １５，０００千円

〇親元就農による経営継承準備段階の家族経営体に対し、所得向上

に資する機械・設備整備等を支援 ②

担当課・係名

① 農 村 振 興 課 移住・地域連携支援係
② 経営支援・担い手育成課 地 域 営 農 推 進 係

新規就業・人材育成係
③ 流通・ブランド戦略課 食 品 産 業 振 興 係
④ 農 産 課 農業応援伴走支援係

電話番号

075-414-4906
075-414-4908
075-414-4942
075-414-4964
075-414-4961

農林水産－１



令和８年度６月補正予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名

  
農林水産業基盤整備事業費

新規・

継続の別
継 続

予 算 額 ３６７，０００千円

国 庫 起 債 その他 一般財源

186,331 115,000 20,525 45,144

事業内容

目 的

対 象

方法等

１ 趣  旨

農林水産業のイノベーション実現のため、生産基盤を整備するととも

に、安心・安全な地域社会の実現のため、農山漁村と森林の防災・減災対

策を実施する。

２ 事業概要

   ■農林水産業の成長産業化を支える基盤づくり

   ・高収益作物への転換や担い手へ農地集積を促進する基盤整備 ①

  （関（京丹後市）、西田（南丹市）等）

  

   ■しなやかで災害に強い地域づくり

   ・ため池監視システムの導入促進と廃池工事等による防災・減災対策 ①

（徳良（京丹後市））

   ・治山施設の設置による山地災害からの復旧と治山対策 ③

  （矢田山ノ内（亀岡市）、塩江（京丹後市）等）
  

   ・森林整備による災害に強い森づくりの推進 ②

担当課・係名

①農 村 振 興 課 計 画 基 盤 係

           防 災 減 災 係

②林 業 振 興 課 林 業 活 性 化 係

③森 の 保 全 推 進 課 森 林 土 木 係

電話番号

075-414-5048

075-414-5053

075-414-5006

075-414-5028

農林水産－２



令和８年度６月補正予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 「大人の食育」推進事業費
新規・

継続の別
新 規

予 算 額 １，０００千円

国 庫 起 債 その他 一般財源

500 - - 500

事業内容

目 的

対 象

方法等

１ 趣  旨

大学や企業等と連携し、健全な食生活や農林水産業の生産現場への理

解を深める食育活動を実施することにより、若者世代の食生活の改善や

生活の質の向上、農林水産物や食品の適正な価格形成の理解促進を図

る。

２ 事業概要

(1) 大人の食育推進企業等における連携体制の構築  ４６０千円

大人に対する食育活動の推進のため、きょうと食育ネットワークへ

の大学（健康管理部門）・企業分野の新規登録を進め、若者世代の食

育活動の横展開を図る。

(2) 大人の食育体験活動の推進        ５４０千円

健全な食生活を促進し、食卓と農林水産物の生産現場との距離を縮

めるため、大学や企業等が学生や社員等に対して行う食育活動を支援

担当課・係名 農  政  課 食 の 安 全 ・ 食 育 係 電話番号 075-414-5656

農林水産－３



令和８年度６月補正予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 京都フードテック推進事業費
新規・

継続の別
継 続

予 算 額
３０４，０００千円

（債務負担行為限度額 152,000 千円）

国 庫 起 債 その他 一般財源

60,000 214,000 - 30,000

事業内容

目 的

対 象

方法等

１ 趣  旨

  京都の食産業の高付加価値化と競争力強化を図るため、研究機関の整

備推進により、京都ならではのフードテックを創出する。

２ 事業概要

(1) 農林水産技術センター機能強化費      １８４，０００千円

  次世代型農林水産業の実現に向けた生産技術の研究開発や実証の

拠点となる新農林水産技術センターの基本・実施設計等を実施

(2) 京都プレミアム中食オープンイノベーションラボ（仮称）整備費

                       １２０，０００千円

    府内産食材を使った付加価値の高い商品開発支援等を行うために

必要な機器整備を実施

担当課・係名 流通・ブランド戦略課 フードテック・研究推進係 電話番号 075-414-4968

農林水産－４



令和８年度６月補正予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 京の農業世界展開チャレンジ事業費
新規・

継続の別
新 規

予 算 額 ２０，０００千円

国 庫 起 債 その他 一般財源

- - - 20,000

事業内容

目 的

対 象

方法等

１ 趣  旨

海外における「京もの」の販売促進を図り、稼げる農業を実現する

ため、高付加価値を軸としたプロモーションを実施する。

２ 事業概要

(1) 高付加価値外食産業を起点とした需要創出（新規）６，０００千円

      レストランフェア等の場を通じて、農業者とレストラン等との接点

をつくり、両者の関係構築による需要の創出を支援

(2) 高付加価値小売店等への販路拡大      １２，０００千円

   海外展示会や高価格帯の小売店舗において、各地域での認知度や需

要の状況に応じた販路開拓を支援

(3) 輸出試験等による供給要件の検証       ２，０００千円

  輸送コストや輸送条件、品質の変化などを検証するため、青果物の

輸送試験等を支援

担当課・係名 流通・ブランド戦略課 京 も の 販 路 開 拓 係 電話番号 075-414-4941

農林水産－５



令和８年度６月補正予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 世界に広がる宇治茶ブランド構築事業費
新規・

継続の別
新 規

予 算 額 ５,０００千円

国 庫 起 債 その他 一般財源

5,000 － － －

事業内容

目 的

対 象

方法等

１ 趣  旨

宇治茶の国際的・客観的な信頼性を担保するとともに、宇治茶文化

を継承するため、新たな認証制度の創設や、手摘み人材の確保をはじめ

とした地域でのサポート体制を構築する。

２ 事業概要

(1) 宇治茶の新たな認証制度の創設             ２，１００千円

  海外での確固たる宇治茶ブランドを形成するため、新たな宇治茶認

証制度の構築に向けた調査や検討会を開催

(2) 宇治茶文化を守る地域一体でのサポート体制の構築

２，９００千円

手摘みなどの宇治茶文化を継承していくため、地元住民や企業等が

担い手となる「宇治茶文化サポーター」の育成や宇治茶文化の情報発

信の強化を図る。

担当課・担当名 農 産 課 宇 治 茶 ・ 特 産 振 興 係 電話番号 075-414-4944

農林水産－６



令和８年度６月補正予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 海面養殖高温対策支援事業費
新規・

継続の別
継 続

予 算 額 ２５，０００千円
国 庫 起 債 その他 一般財源

25,000 － － －

事業内容

目 的

対 象

方法等

１ 趣  旨

  持続可能な水産業の推進に向け、海洋環境の変化に対応した生産体制

の構築が求められていることから、高水温の影響を受けにくい新たな養

殖技術の確立を図り、養殖業の安定化と経営基盤の強化を図る。

２ 事業概要

クロノリの陸上養殖試験         ２５，０００千円

海洋環境の変化に対応した新たな養殖技術の確立に向け、民間企業と

連携し、海洋センター内に陸上養殖設備を整備するとともに、全国的に

需要があるものの、府内では天然のみの生産にとどまっているクロノリ

の安定生産に資する実証試験を実施。

  

（主な試験概要）

・府沿岸地域の水質に最も適した株の調査

・夏又は冬の気候に適した養殖環境の調査

・乾燥加工を行ったクロノリの品質評価 等

  

担当課・係名 水  産  課   漁 政 企 画 係 電話番号 075-414-4992

農林水産－７



令和８年度６月補正予算案主要事項説明

                        農 林 水 産 部

事 業 名 豊かな森を育てる府民税事業費
新規・

継続の別
継 続（一部新規）

予 算 額 ３０，０００千円

国 庫 起 債 その他 一般財源

－ － 30,000 －

事業内容

目 的

対 象

方法等

１ 趣  旨

府民の生活の安心・安全を確保する上で、水源の涵(かん)養、地球温暖化

の防止等、森林の多面的機能が果たしている役割は重要であることから、森

林資源の循環利用を推進するとともに、森林の多様な重要性について府民の

理解を深めるための取組を実施する。

２ 事業概要

(1) ひろがる京の木整備事業          １０，０００千円

・不特定多数の府民が利用する施設（京都プレミアム中食オープンイノ

ベーションラボ（仮称））など、木材利用のモデルとなるような施設

・空間の木造・木質化を実施 ①

(2) 京都モデルフォレスト運動連携拡大事業（新規）２０，０００千円

〇モデルフォレスト運動の拡大に向けた検討会議の開催

・多様な主体による検討会議を開催し、林業事業体と企業等との連携

の課題や手法など、新たなモデルフォレスト運動の枠組みを検討 ②

  〇再造林モデル地区の実施に向けた企業等と林業事業体のマッチング

   ・先進的な林業事業体と社会貢献を望む企業等が連携した再造林を実施

する枠組みをモデルとして構築 ②

    〇新しい森林の価値の見える化

・再造林や保育を行い、それに伴う CO2 吸収量を測定・数値化すること

で、環境貢献として、再造林等の経費を企業が寄付することの価値を

定量的に見える化する取組を実施 ①

〇京都モデルフォレスト 20 周年記念行事の開催

・森林保全活動に貢献した団体等を表彰する記念式典、モデルフォレ

スト運動の広がりを発表するシンポジウム、植樹イベント等を開催 ②

担当課・係名
① 林 業 振 興 課 林 業 活 性 化 係

木 材 利 用 促 進 係
② 森の保全推進課  モデルフォレスト推進係

電話番号
075-414-5006
075-414-5009
075-414-5005

農林水産－８



令和８年度６月補正予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 森林環境譲与税事業費
新規・

継続の別
継 続（一部新規）

予 算 額 ２６，０００千円

国 庫 起 債 その他 一般財源

－ － 26,000 －

事業内容

目 的

対 象

方法等

１ 趣  旨

地域の文化と深く結びつき大切に守られてきた森林や名木古木を、地域

住民や保全団体等が保全再生するための活動を支援し、京の森林文化を将

来の府民に伝える取組を推進する。

２ 事業概要

(1) 公募による森林保全活動への補助   ２５，５００千円

社寺の森や伝統行事を支える森など、地域の文化と深く結びつく森

林や名木古木を、地域住民や保全団体等が保全再生する活動を支援

(2) 検討委員会の開催、研修等の実施    ５００千円

〇検討委員会の開催

・事業採択のため、学術的見地からの意見を聴取

〇専門家アドバイザー派遣

   ・事業実施に際し、専門的な見地から保全活動の現地指導を実施

  〇森林伝承技術研修（新規）

   ・地域で伝承された歴史ある森林や樹木の保全活動の継続を後押し

するため、地域住民や保全団体など幅広い方々を対象とした技術

研修を新たに実施

担当課・係名 森 の 保 全 推 進 課 モデルフォレスト推進係 電話番号 075-414-5005

農林水産－９


